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玉穂庁舎窓口で手話通訳する職員

2

○ファミリーサポートセンター運営事業
○在宅福祉・介護予防事業
○地域生活支援事業
○地域ぐるみの学校安全体制事業
○学校一斉メール配信事業
○心の教室相談事業
○外国語教育推進事業
○小中学校体育館改修事業
○生活困窮者自立支援事業

331万円
1,200万円
3,447万円
24万円
54万円
121万円

1,069万円
9,825万円
2,000万円

○農業体験教育ファーム事業
○学校給食・米消費拡大事業
○農業構造改善事業
○土地改良施設等基盤整備事業

80万円
264万円
663万円

1億1,899万円

【反対討論】
①介護予防・日常生活支援総合

事業を実行する予算が含まれて

いる。対象となる高齢者から不

満の声があり、延期すべき。

②介護保険料の引き上げは高齢

者の生活を直撃する。これ以上

の負担増はするべきではない。

介護保険特別会計予算に
2つの理由から反対

平成27年度特別会計予算
会　計　名 予　算　額

●国民健康保険特別会計

●後期高齢者医療特別会計

●介護保険特別会計

●地域包括支援センター特別会計

●簡易水道事業特別会

●下水道事業特別会計

●農業集落排水事業特別会計

●田富よし原処理センター事業特別会計

36億8,533万円

2億1,210万円

18億5,414万円

1,394万円

2億9,310万円

12億9,234万円

2億4,187万円

5,461万円

平成27年度上水道事業会計予算

収益的支出

資本的支出

2億3,744万円

14億4,383万円

予　算　額
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市川三郷線までの整備が待たれる田富玉穂大津線

3

改選後、初めての定例会である平成27年3月定例会は、3月10日から26日までの17日間の
会期で開かれました。市長提案の条例制定、改正および廃止14案件のほか、平成26年度補正
予算4案件、平成27年度予算10案件、その他8案件、報告1案件を審議しました。
また、最終日には、平成26年度補正予算2案件、人事5案件が追加提案され、審議しました。

総額207億6,737万円 一般会計
特別会計
企業会計

114億3,869万円
76億4,741万円
16億8,127万円

○庁舎整備基本計画策定業務
○行政事務電算化推進事業
○公共施設等総合管理計画策定業務

1,026万円
2億9,525万円

955万円

○リニア政策事業
○田富玉穂大津線道路整備事業
○橋梁長寿命化修繕事業
○住宅用太陽光発電助成事業
○防災諸費事業
○消防施設整備事業
○地域公共交通活性化事業

919万円
1億4,237万円
9,362万円
500万円

2,560万円
1,855万円
430万円

平成27年度一般会計（対前年度［骨格予算］比8.9％増）

一般会計予算「学校施設整備費
（田富北小移転基本構想業務委託）」で討論

【反対討論】
　この業務委託はリニア中央新幹線が通ること
で生じた事案であり、全額JR東海が負担を確約
した時点で、補正予算でも十分対応出来る。
【賛成討論】
　学校施設全体の補償額をJR東海と交渉するう
えで、市では全体補償額を把握しておく必要が
ある。

①庁舎整備基本計画策定業務委託料として庁
舎建設のために1,026万円が計上されている。
庁舎建設事業は多くの市民から反対や見直し
の声があり、このまま推進することは賛成で
きない。
②職員給与を削減する予算が含まれている。
この削減は民間労働者の賃金引き上げに逆行
する。
③平成27年度に介護保険料が引き上げされる。
介護保険会計に一般財源を繰り入れて、保険
料の上昇を抑えるべき。

一般会計予算に3つの理由から反対



とこたっま決で会例定月3

4

3,644万円を追加3,644万円を追加
総額127億2,114万円に

売却された高部工業用地

おもな補正内容

1億2,636万円・諸支出金 財政調整基金費

障害者福祉費
生活保護費

274万円
1,600万円

・民生費

▲207万円・総務費 行政事務電算化事業費

▲399万円・衛生費 予防費

▲1,192万円・商工費 工業用地整備費

▲2,570万円
▲2,969万円
▲1,195万円

・土木費 道路橋梁新設改良費
公共下水道費
住宅管理費

・教育費 60万円
136万円

小学校費
中学校費

・簡易水道事業特別会計 ▲330万円 総額 3億7,498万円

・下水道事業特別会計 ▲8,189万円 総額12億7,676万円

・工業用地整備事業特別会計 9,657万円 総額 7億1,625万円

特別会計補正予算

追加議案
平成26年度一般会計補正予算

地域住民生活等緊急支援交付金事業など1億3,084万円を追加

128億5,198万円総額

国民健康保険特別会計補正予算

5,943万円を減額

32億7,482万円総額

地域住民生活等緊急支援のための交付金

　地方公共団体が実施する地方版総合戦略の
早期かつ有効な策定と、これに関する優良施
策等の実施に対し、国が支援。

○地方版総合戦略の策定
○地方版総合戦略における「しごとづくりなど」の事業
　例：UIJターン助成等

地域創生先行型

　地方公共団体が実施する地域における消費
喚起策やこれに直接効果を有する生活支援策
に対し、国が支援。

地域消費喚起・生活支援型

○地方公共団体が策定する実施計画に定めた事業
　例：プレミアム付商品券等
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条例制定
地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する
法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定
教育行政の見直しがされたため条例の改正を行いました。

施行期日
平成27年4月1日

中央市教育長の勤務時間その他の勤務条件及び職務に専念する
義務の特例に関する条例制定
新たに教育長の職務専念義務を定める必要が生じたため条例を制定しました。

施行期日
平成27年4月1日

中央市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者
負担額等に関する条例制定
子ども・子育て支援法施行により、特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の利用者負担
額等を定める必要が生じたため条例を制定しました。

施行期日
平成27年4月1日

中央市地域支援事業の利用料に関する条例制定

地域支援事業における利用料に関し必要な事項を定める必要が生じたため条例を制定しました。

施行期日
平成27年4月1日

中央市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を
定める条例制定
地域包括支援センターにおける人員の配置基準等を定める必要が生じたため条例を制定しました。

施行期日
平成27年4月1日

中央市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等
に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例制定
指定介護予防支援等の事業に関する基準を定める必要が生じたため条例を制定しました。

施行期日
平成27年4月1日

条例改正

中央市教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例
の改正
教育長に対して支給する給料の月額について改正を行いました。

施行期日
平成27年4月1日

中央市指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定める条例
の改正
介護保険法の一部改正により、所要の改正を行う必要が生じたため条例を改正しました。

施行期日
平成27年4月1日

中央市介護保険条例の改正

第6期介護保険事業計画において、介護保険料および介護保険料率を改定する必要が生じたため条例を改正しました。

施行期日
平成27年4月1日

中央市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例中改正

教育委員会の委員長の職が廃止されるため。また防災会議委員の報酬の額を定めるため条例を改正しました。

施行期日
平成27年4月1日

中央市職員給与条例等の改正
給料月額、管理職員特別勤務手当の額等について条例を改正しました。

施行期日
平成27年4月1日

中央市行政手続条例の改正
行政手続法の一部を改正する法律の施行により条例を改正しました。

施行期日
平成27年4月1日

中央市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の改正

特別職に対して支給する給料の月額について改正を行いました。

施行期日
平成27年4月1日
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条例廃止
中央市工業用地整備事業基金条例の廃止
高部工業用地整備事業の完了により、中央市工業用地整備事業基金条例を
廃止しました。

施行期日
平成27年3月31日

その他
山梨県市町村議会議員公務災害補償等組合の解散
平成27年3月31日をもって山梨県市町村議会議員公務災害補償等組合が解散するため。

山梨県市町村議会議員公務災害補償等組合の財産処分
組合を解散することにより、同組合の財産処分を行いました。

山梨県市町村総合事務組合規約の変更
山梨県市町村議会議員公務災害補償等組合が平成27年4月1日に山梨県市町村総事務組合と統合する
ことにより、規約を変更しました。

新市建設計画変更
新市建設計画に基づき行う事業の経費に充当する合併特例債の起債期間が延長されたことなどにより、
新市建設計画の一部を変更しました。

市道路線認定
主要地方道甲斐中央線の一部が市に移管されるため。また、中巨摩地区広域事務組合への進入路新設
により、この道路を市道認定しました。

南アルプス市外二市一町指導主事共同設置規約の変更
第1条中「第19条」を「第18条」に改めるため、規約を変更しました。

市道路線廃止
市道に認定されていましたが、機能を有していないため、路線の廃止を行いました。

市道路線変更
道路台帳の見直しにより、起終点の変更を行いました。

和解及び損害賠償額の決定

車道内の瑕疵（欠陥）による事故にかかる和解および損害賠償額について専決処分しました。

専決処分日：平成26年12月4日

【反対討論】
○中央市地域支援事業の利用料に関する条例制定
　この条例は実施を延期することができる。実施するのは県内で3市だけで、延期すべきと考える。

○中央市介護保険条例の改正
　今回改正される基準月額は、初めて5千円を突破する。消費税増税などで生活の負担は増し、保険料の

増額は、高齢者の生活を直撃する。介護保険会計に一般財源を繰り入れ、保険料の値上げを抑えるべき。

○中央市職員給与条例等の改正
　公務員給与の削減は、民間労働者の賃金引き上げに逆行し、強いブレーキを踏むことになってしまう。

それが、民間賃金を引き下げる要因となり、結果、国民の購買力を下げることになりかねない。
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平成27年第1回定例会審議結果 ○賛成 ●反対（名執義　議長を除く）

平成27年第1回臨時会審議結果（2月24日） ○賛成 ●反対（名執義　議長を除く）
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平成
26
年度
補正
予算

条例
制定
改正
廃止

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○
可
決

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決

平成
27
年度
予算

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○●○○○○○○○○○○○○○○

○●○●○○○○○○○○○○○○○

○○○●○○○○○○○○○○○○○

○○○●○○○○○○○○○○○○○

○○○●○○○○○○○○○○○○○

同
意

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決

○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○

可
決

人事 ・中央市監査委員の選任について同意を求める件 ○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決

○○○○○○○○○○○○○○○○○

・特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例中改正の件
・教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例中改正の件
・地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定の件
・教育長の勤務時間その他の勤務条件及び職務に専念する義務の特例に関する条例制定の件
・特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等に関する条例制定の件
・地域支援事業の利用料に関する条例制定の件
・地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例制定の件
・指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例制定の件
・指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定める条例中改正の件

・教育長の任命について同意を求める件
・教育委員会委員の任命について同意を求める件
・教育委員会委員の任命について同意を求める件
・固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求める件

・介護保険条例中改正の件
・職員給与条例等中改正の件

・一般会計補正予算（第10号）
・簡易水道事業特別会計補正予算（第5号）
・下水道事業特別会計補正予算（第4号）
・工業用地整備事業特別会計補正予算（第3号）
・一般会計補正予算（第11号）
・国民健康保険特別会計補正予算（第5号）

・行政手続条例中改正の件
・特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例中改正の件
・工業用地整備事業基金条例廃止の件

・中央市一般会計予算

・中央市介護保険特別会計予算

・副市長の選任について同意を求める件

・山梨県市町村議会議員公務災害補償等組合の解散の件
・山梨県市町村議会議員公務災害補償等組合の財産処分の件
・山梨県市町村総合事務組合規約の変更の件
・南アルプス市外二市一町指導主事共同設置規約の変更の件
・新市建設計画変更の件
・道路線認定の件
・道路線廃止の件
・道路線変更の件

・中央市地域包括支援センター特別会計予算
・中央市簡易水道事業特別会計予算
・中央市下水道事業特別会計予算
・中央市農業集落排水事業特別会計予算
・中央市田富よし原処理センター事業特別会計予算
・中央市上水道事業会計予算

・中央市国民健康保険特別会計予算
・中央市後期高齢者医療特別会計予算

人事

その他



　
4
月
か
ら
男
性
不
妊
治
療

に
対
し
、
1
回
当
た
り
5
万

円
を
年
間
2
回
ま
で
上
乗
せ

助
成
し
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
こ
と
が
夫
婦
だ
け
で
な

く
、
社
会
全
体
の
課
題
と
し

て
考
え
、
取
り
組
み
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
策
を
整
備
展

開
し
、
す
べ
て
の
人
が
子
育

て
に
関
わ
り
、
子
育
て
中
や

こ
れ
か
ら
子
ど
も
を
持
つ
こ

と
を
希
望
す
る
家
庭
で
、
安

心
し
て
産
み
育
て
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
さ
ら

に
推
進
し
ま
す
。

　
国
が
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
て
、
訪
問
型
。
通
所

型
。
そ
の
他
の
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
、
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ

う
移
行
し
て
い
き
ま
す
。
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

快
適
な
生
活
を
送
れ
る
地
域

づ
く
り
、
環
境
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　
老
朽
化
の
著
し
い
布
施
配

水
場
の
詳
細
設
計
が
完
了
し
、

27
・
28
年
の
2
カ
年
で
工
事

完
成
の
計
画
で
す
。
29
年
4

月
の
本
稼
働
を
目
指
し
、
市

民
に
安
全
で
安
定
し
た
水
の

供
給
が
で
き
る
よ
う
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
は
本
市
全
体
の

事
業
説
明
会
を
、
昨
年
11
月

に
開
催
、
地
区
単
位
の
よ
り

き
め
細
か
な
説
明
会
も
12
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、
自
治
会
公

民
館
等
で
行
い
ま
し
た
。
説

明
会
で
出
さ
れ
た
意
見
・
質

問
等
を
整
理
し
、
特
に
理
解

が
得
ら
れ
て
い
な
い
事
項
は
、

Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
し
丁
寧
な
説

明
や
詳
細
な
資
料
等
の
公
表

な
ど
、
市
民
の
立
場
に
立
っ

て
強
く
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

中
央
市
リ
ニ
ア
活
用
推
進
懇

話
会
で
は
、
市
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
上
の
課
題
を
分
野
ご

と
に
整
理
し
、
「
住
む
・
訪

れ
る
・
働
く
」
の
3
テ
ー
マ

を
設
定
し
ま
し
た
。
県
の
駅

周
辺
整
備
に
対
す
る
方
針
を

注
視
し
、
リ
ニ
ア
効
果
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

学童保育のようす（田富中央児童館）

告報政行の長市

8

中
央
市
長

田
中
久
雄

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
関
係

水
道
事
業

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

第
6
期
介
護
保
険
事
業
計
画

不
妊
治
療
費
助
成

事
業
の
拡
大

各
施
策
の
進
行
状
況
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リニア中央新幹線のフード設置例

適切な対応を要請する

リニアは迷惑施設

関　敦隆 議員

ビ
ジ
ョ
ン
に
期
待
し
連
携
す
る

新
県
政
に
市
長
の
ス
タ
ン
ス
は

議
員

金
丸
　
俊
明

関
議
員
　
①
新
山
梨
環
状
道

路
と
、
リ
ニ
ア
の
路
線
に
挟

ま
れ
る
地
区
住
民
へ
の
対
応

は
。

②
緩
衝
地
帯
は
4
メ
ー
ト
ル

で
は
な
く
、
最
低
20
メ
ー
ト

ル
は
必
要
と
考
え
る
。

③
リ
ニ
ア
路
線
の
北
側
の
土

地
交
渉
は
。

④
所
有
地
の
一
部
だ
け
が
買

収
対
象
の
残
地
問
題
は
。

市
長
　
①
著
し
く
住
環
境
が

損
な
わ
れ
る
懸
念
が
あ
る
。

25
年
9
月
、
ル
ー
ト
が
示
さ

れ
て
以
降
、
市
は
重
要
課
題

と
認
識
し
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
Ｊ
Ｒ
東
海
に
適
切
な

対
応
を
要
請
し
て
き
た
。
今

後
も
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
丁
寧
な
説
明
を
求
め

た
い
。

②
Ｊ
Ｒ
は
安
全
性
・
環
境
面

か
ら
片
側
4
メ
ー
ト
ル
の
緩

衝
地
帯
設
置
を
計
画
。
根
拠

は
実
験
線
等
の
実
績
を
踏
ま

え
判
断
し
た
と
し
て
い
る
。

騒
音
・
振
動
・
磁
界
・
日
照

問
題
に
対
す
る
住
民
の
理
解

が
得
ら
れ
た
と
は
い
え
な
い
。

県
を
含
め
た
3
者
に
よ
る
検

討
機
会
を
設
け
、
地
域
住
民

の
意
見
を
踏
ま
え
要
望
し
て

い
く
。

③
路
線
の
北
側
は
深
刻
な
日

照
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
。
Ｊ

Ｒ
は
事
業
用
地
幅
22
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
買
収
を
考
え
て

い
な
い
。
補
償
は
国
の
指
針

に
従
い
、
構
造
物
の
設
計
等

を
踏
ま
え
て
個
別
対
応
す
る

方
針
。
市
は
地
権
者
の
意
見

を
伝
え
る
。

④
原
則
事
業
用
地
の
み
の
対

応
だ
が
、
個
別
・
具
体
的
ケ

ー
ス
を
踏
ま
え
検
討
す
る
と

の
こ
と
。

金
丸
議
員
　
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
と
共
存
す
る
ま
ち
づ
く

り
は
。

市
長
　
開
業
効
果
を
最
大
限

享
受
し
、
地
域
を
発
展
さ
せ

る
た
め
の
重
要
な
課
題
。
県

と
連
携
し
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

金
丸
議
員
　
地
方
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
は
。

市
長
　
庁
内
組
織
を
横
断
的

に
網
羅
す
る
専
門
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
設
置
も
含
め
、
平
成

27
年
度
中
に
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

と
地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定

す
る
。

金
丸
議
員
　
市
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
へ
の
取
り
組
み
は
。

市
長
　
自
発
的
な
事
務
改
善
、

創
意
工
夫
に
よ
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
日
々
心
が
け
て

い
る
。
職
員
が
共
通
の
意
識

を
持
ち
、
同
じ
方
向
を
向
き
、

最
高
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
提
供

実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
。

【
関
連
質
問
】

▼
関
　
敦
隆
議
員

▼
宮
川
弘
也
議
員

問質般一

リ
ニ
ア
駅
近
郊
の
ま
ち
づ
く
り（
案
）



問質般一
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プレミアム付商品券を発行
中央市版総合戦略の策定に

地方創生交付金の活用策は

小池　章治 議員

財
政
課
長
　
①
人
口
減
少
を

い
か
に
少
な
く
抑
え
、
労
働

人
口
を
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
課
題
と
考
え
て
い
る
。

②
5
年
後
に
は
約
10
億
円
の

減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
た
。

策
定
の
見
直
し
に
よ
り
約
半

分
程
度
に
圧
縮
が
想
定
さ
れ

る
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
行

財
政
改
革
の
推
進
、
公
共
施

設
の
適
正
な
見
直
し
に
取
り

組
む
。

③
太
陽
光
発
電
設
備
の
屋
根

貸
し
、
基
金
の
国
債
で
の
運

用
等
を
検
討
す
る
と
同
時
に

収
納
率
の
向
上
に
努
め
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
渡
辺
　
亨
議
員

▼
木
下
友
貴
議
員

短
時
間
で
移
動
で
き
る

方
策
を
県
へ
要
望

身
延
線
と
リ
ニ
ア
駅
の

ア
ク
セ
ス
は

議
員

渡
辺
　
亨

田
富
小
中
学
校
給
食
室

小
池
議
員
　
①
地
方
創
生
交

付
金
の
活
用
策
と
地
方
創
生

へ
の
取
り
組
み
は
。

②
地
方
創
生
に
向
け
た
外
部

人
材
の
活
用
策
は
。

市
長
　
①
国
・
県
合
わ
せ
て
、

約
7
、
8
0
0
万
円
が
交
付

さ
れ
る
見
込
み
。
地
方
消
費

喚
起
型
の
約
4
、
8
0
0
万

円
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
発
行
事
業
と
し
て
実
施
す

る
。

　
地
方
創
生
先
行
型
の
約
2
、

9
0
0
万
円
は
、
中
央
市
版

総
合
戦
略
策
定
費
用
、
移
住
・

定
住
に
向
け
た
情
報
誌
の
発

行
に
、
児
童
館
で
の
音
楽
教

育
（
リ
ト
ミ
ッ
ク
）
導
入
や
、

子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
図
書
館
の
読

み
聞
か
せ
事
業
の
拡
充
等
に

活
用
す
る
。

　
27
年
度
策
定
予
定
の
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
で
は
、

外
部
有
識
者
組
織
を
立
ち
上

げ
、
市
の
特
色
を
生
か
し
た

骨
太
の
地
方
創
生
策
を
打
ち

出
し
た
い
。

②
全
国
公
募
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
等
検
討
す
る
。

小
池
議
員
　
①
人
口
減
少
に

よ
る
財
政
の
影
響
は
。

②
合
併
に
伴
う
交
付
税
算
定

替
え
は
。

③
歳
入
の
確
保
は
。

渡
辺
議
員
　
①
身
延
線
と
リ

ニ
ア
駅
の
ア
ク
セ
ス
は
。

②
シ
ル
ク
ラ
イ
ン
の
延
長
線

の
橋
の
新
設
は
。

③
リ
ニ
ア
路
線
と
新
山
梨
環

状
道
路
に
挟
ま
れ
る
地
区
の

対
策
と
側
道
は
。

市
長
　
①
リ
ニ
ア
駅
と
Ｊ
Ｒ

身
延
線
の
連
絡
が
円
滑
に
、

短
時
間
で
移
動
で
き
る
方
策

等
を
県
へ
要
望
す
る
。

②
リ
ニ
ア
と
関
連
す
る
重
要

路
線
。
来
年
度
策
定
予
定
の

中
央
市
幹
線
道
路
網
整
備
計

画
の
中
で
検
討
す
る
。

③
住
環
境
へ
の
悪
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
に
は
、

丁
寧
に
説
明
し
て
住
民
の
理

解
を
得
る
よ
う
要
請
す
る
。

環
状
道
路
の
側
道
も
あ
り
、

道
路
状
況
が
複
雑
に
な
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
。
緩
衝
帯

の
活
用
を
含
め
検
討
す
る
。

渡
辺
議
員
　
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
。

教
育
長
　
施
設
の
老
朽
化
が

著
し
く
、
学
校
給
食
法
の
管

理
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
。

リ
ニ
ア
路
線
と
関
係
す
る
田

富
北
小
学
校
移
転
を
含
め
総

合
的
に
判
断
し
た
い
。

渡
辺
議
員
　
学
校
の
通
学
路

は
。

教
育
総
務
課
長
　
浅
利
川
左

岸
は
道
幅
が
狭
い
。
安
全
性
・

防
犯
等
を
考
慮
し
、
現
状
の

通
学
路
と
な
っ
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
福
田
清
美
議
員

▼
関
　
敦
隆
議
員
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市民の声を反映させる

庁舎整備基本計画策定は

福田　清美 議員
新規就農者が取り組んでいる遊休農地

老
朽
化
が
進
む
空
家

問質般一

福
田
議
員
　
①
庁
舎
整
備
基

本
計
画
策
定
と
27
年
度
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

②
3
地
区
ご
と
に
市
民
参
加

型
の
下
部
組
織
、
検
討
会
を

つ
く
る
考
え
は
。

市
長
　
①
6
月
に
女
性
委
員

の
登
用
も
含
め
、
市
民
検
討

委
員
会
の
構
成
を
拡
充
し
、

基
本
計
画
の
検
討
に
着
手
す

る
。
基
本
計
画
は
年
内
策
定

を
目
途
に
、
そ
の
後
は
市
民

の
意
見
を
聞
く
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
。
28

年
度
以
降
、
設
計
業
務
に
着

手
し
、
31
年
度
中
の
供
用
開

始
に
努
め
た
い
。
審
議
経
過

は
市
広
報
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
活
用
し
、随
時
報
告
す
る
。

②
地
域
性
の
強
い
課
題
は
、

何
ら
か
の
方
法
で
意
見
聴
取

の
機
会
を
設
け
た
い
。

福
田
議
員
　
特
定
地
域
再
生

計
画
の
具
体
的
な
事
業
は
。

政
策
秘
書
課
長
　
担
い
手
不

足
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
解
消

の
た
め
、
農
産
物
直
売
所
や

加
工
施
設
、
市
農
業
振
興
公

社
等
の
連
携
に
よ
る
農
産
物

ブ
ラ
ン
ド
化
、
女
性
認
定
農

業
者
の
活
用
等
を
方
向
性
と

し
て
い
る
。

　
27
年
度
以
降
、
内
閣
府
の

認
定
を
受
け
る
た
め
の
計
画

策
定
を
行
う
。

【
関
連
質
問
】

▼
関
　
敦
隆
議
員

▼
渡
辺
　
亨
議
員

田
中
議
員
　
①
土
地
家
屋
統

計
調
査
に
お
け
る
現
状
結
果

は
。

②
倒
壊
等
の
危
険
が
あ
る
件

数
を
把
握
し
て
い
る
か
。

③
「
空
き
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
へ

の
対
応
は
。

④
空
き
家
対
策
窓
口
の
一
本

化
は
。

⑤
適
正
管
理
の
た
め
の
条
例

制
定
は
。

市
長
　
③
国
の
指
針
に
即
し

対
応
し
た
い
。

④
主
担
当
と
な
る
課
を
明
確

に
し
て
対
応
す
る
。

⑤
特
別
措
置
法
の
運
用
を
注

視
し
、
条
例
の
必
要
性
を
検

討
す
る
。

政
策
秘
書
課
長
　
①
25
年
度

の
空
き
家
は
2
、
2
3
0
戸
、

総
住
宅
数
の
14
・
9
％
。
全

国
平
均
よ
り
1
・
4
％
高
い
。

②
消
防
団
か
ら
危
険
家
屋
の

連
絡
を
受
け
る
体
制
に
な
っ

て
い
る
が
、
現
在
、
掌
握
し

て
い
な
い
。

田
中
議
員
　
①
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
の
周
知
方
法
は
。

②
ス
タ
ー
ト
時
点
で
利
用
で

き
る
分
野
等
は
。

③
導
入
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

④
施
工
に
あ
た
っ
て
の
課
題

は
。

政
策
秘
書
課
長
　
①
市
の
広

報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ

ー
を
作
成
し
、
お
知
ら
せ
し

て
い
く
。

②
年
金
、
雇
用
保
険
、
医
療

保
険
、
生
活
保
護
、
確
定
申

告
、
被
災
者
台
帳
等
で
使
わ

れ
る
。

③
27
年
10
月
以
降
、
国
か
ら

各
個
人
に
番
号
の
通
知
が
あ

り
、
28
年
1
月
か
ら
利
用
開

始
と
な
る
。

④
業
務
を
行
う
た
め
の
準
備

作
業
、
独
自
利
用
方
法
の
検

討
、
普
及
促
進
な
ど
が
上
げ

ら
れ
る
。

田
中
議
員
　
庁
舎
の
空
き
ス

ペ
ー
ス
の
利
活
用
は
。

市
長
　
庁
舎
統
合
の
重
要
課

題
。
市
民
要
望
に
応
え
る
。

庁
舎
整
備
市
民
検
討
委
員
会

の
中
で
検
討
し
て
い
た
だ
く
。

【
関
連
質
問
】

▼
渡
辺
　
亨
議
員

社
会
問
題
と
し
て
対
応

空
き
家
対
策
は

議
員

田
中
　
輝
美
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通学路を通る児童

迅速に対応する

雪害の復旧は

田中　清 議員

行
動
計
画
を
策
定
し
た

感
染
症
対
策
は
　

議
員

斉
藤
　
雅
浩

雪
害
の
被
害
を
受
け
再
建
中
の
ハ
ウ
ス

斉
藤
議
員
　
①
感
染
症
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
整
備
状
況

は
。

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
の
子
ど
も
に
対

す
る
助
成
は
。

市
長
　
①
各
省
庁
で
関
係
機

関
ご
と
に
、
集
団
の
特
性
や

実
情
に
合
わ
せ
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
て
い
る
。
本
市
も
そ
の
手

引
書
を
活
用
し
て
い
る
。
独

自
に
は
「
食
中
毒
お
よ
び
感

染
症
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
、

26
年
度
に
は
「
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
」

を
策
定
し
て
い
る
。
今
後
も
、

必
要
に
応
じ
内
容
を
更
新
す

る
。

②
接
種
を
勧
奨
す
る
に
は
、

国
の
有
効
性
・
安
全
性
が
確

認
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
。

現
時
点
で
は
助
成
は
考
え
て

い
な
い
。

斉
藤
議
員
　
①
臼
井
排
水
路

計
画
と
市
道
2
0
1
7
号
線

の
歩
道
設
置
は
。

②
通
学
路
の
安
全
対
策
は
。

③
道
路
の
老
朽
化
に
伴
う
、

計
画
的
な
舗
装
の
補
修
は
。

市
長
　
①
市
単
独
事
業
で
の

歩
道
設
置
は
財
政
的
に
困
難
。

国
費
事
業
へ
の
採
択
申
請
を

検
討
す
る
。

農
政
課
長
　
①
排
水
路
改
修

の
動
向
に
よ
り
判
断
す
る
。

教
育
長
　
②
本
年
、
中
央
市

通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
策
定
す
る
。
2
0
1
7

号
線
も
検
討
す
る
。

建
設
課
長
　
③
市
の
道
路
維

持
管
理
修
繕
計
画
で
実
施
し

て
い
る
。
国
の
交
付
金
を
活

用
で
き
る
事
業
は
年
次
計
画

で
対
応
す
る
。
収
納
率
の
向

上
に
努
め
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
小
池
章
治
議
員

▼
金
丸
俊
明
議
員

田
中
議
員
　
雪
害
に
よ
る
農

業
施
設
の
撤
去
・
再
建
・
修

繕
の
状
況
と
今
後
の
見
通
し

は
。

農
政
課
長
　
国
の
補
助
事
業

を
適
用
し
た
撤
去
は
、
完
了

が
確
認
で
き
た
全
農
家
。
再

建
が
完
了
し
書
類
が
整
っ
た

2
件
に
も
3
月
に
補
助
金
の

支
払
い
が
済
ん
だ
。

　
雪
害
の
補
助
事
業
は
国
が

繰
り
越
し
事
業
と
認
定
し
た

の
で
、
再
建
・
修
繕
が
完
了

し
、
提
出
書
類
が
整
っ
た
農

家
か
ら
現
地
調
査
を
行
い
、

4
月
中
に
支
払
う
予
定
。

田
中
議
員
　
①
期
日
前
投
票

手
続
き
の
簡
素
化
は

総
務
課
長
　
市
で
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
に
宣
誓
書
を
掲
載

し
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
で
事
前
に
記
載
が
で
き
、

期
日
前
投
票
に
際
し
て
の
利

便
性
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
、

入
場
券
裏
面
へ
の
印
刷
に
つ

い
て
も
選
挙
管
理
委
員
会
と

し
て
検
討
し
た
い
。

【
関
連
質
問
】

▼
渡
辺
　
亨
議
員
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議
員

木
下
　
友
貴

総
合
事
業
を
推
進

新
し
い
介
護
保
険
制
度
は

木
下
議
員
　
①
新
し
い
介
護

保
険
制
度
は
。

②
総
合
事
業
へ
の
移
行
準
備

は
。

市
長
　
①
互
い
に
支
え
合
い
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の

地
域
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

と
ら
え
、
積
極
的
に
推
進
し

て
い
き
た
い
。

高
齢
介
護
課
長
　
②
27
年
度

は
予
防
給
付
も
継
続
す
る
。

28
年
度
か
ら
順
次
、
総
合
事

業
に
全
面
移
行
す
る
予
定
。

木
下
議
員
　
新
た
な
算
定
方

式
に
よ
る
影
響
は
。

財
政
課
長
　
支
所
に
要
す
る

経
費
等
が
反
映
さ
れ
、
交
付

税
減
額
の
縮
減
が
予
想
さ
れ

る
が
、
金
額
は
未
確
定
。

木
下
議
員
　
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
の
対
象
年
齢
の
拡

大
は
。

市
長
　
財
政
負
負
担
が
大
き

く
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

木
下
議
員
　
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
は

市
長
　
育
児
休
業
中
の
継
続

利
用
や
求
職
活
動
を
、
保
育

の
必
要
性
の
事
由
に
加
え
、

基
準
を
緩
和
。
保
育
短
時
間

利
用
の
機
会
を
増
や
す
べ
く
、

基
準
を
下
げ
て
設
定
し
た
。

木
下
議
員
　
水
道
耐
震
化
の

状
況
と
今
後
の
計
画
は
。

水
道
課
長
　
26
年
度
末
で
、

上
水
道
が
22
・
24
％
、
簡
易

水
道
が
13
・
89
％
。
下
水
道

事
業
や
道
路
改
良
事
業
等
と

併
せ
て
の
工
事
で
、
コ
ス
ト

を
削
減
す
る
な
ど
の
努
力
を

し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

▼
関
　
敦
隆
議
員

教
育
長
の
勤
務
時
間
そ
の

他
の
勤
務
条
件
及
び
職
務

に
専
念
す
る
義
務
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
制
定

〈
総
務
課
〉

問
　
教
育
委
員
会
は
独
立

性
を
も
っ
て
い
た
が
、
今

後
は
。

答
　
27
年
4
月
1
日
か
ら
、

法
律
の
改
正
で
市
長
が
直

接
教
育
長
を
任
命
す
る
。

任
期
は
3
年
。
現
教
育
長

の
任
期
の
間
は
、
経
過
措

置
と
し
て
今
の
条
例
を
適

用
す
る
。
首
長
が
総
合
教

育
会
議
で
教
育
委
員
会
と

協
議
で
き
る
。

新
市
建
設
計
画
の
変
更

〈
政
策
秘
書
課
〉

問
　
新
庁
舎
の
位
置
は
中

心
部
に
建
設
予
定
だ
っ
た

が
、
経
費
削
減
や
利
便
性

を
考
慮
し
増
築
と
す
る
の

か
。

答
　
協
議
を
重
ね
、
経
費

の
削
減
や
市
民
の
利
便
性

を
考
慮
し
、
現
在
の
庁
舎

を
活
用
す
る
。
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、

12
月
議
会
で
田
富
庁
舎
を

増
築
し
統
合
庁
舎
と
す
る

説
明
を
し
た
。

問
　
業
務
機
能
の
全
て
を

本
庁
舎
に
移
す
の
か
。

答
　
本
庁
舎
に
す
べ
て
の

課
を
移
す
。
玉
穂
・
豊
富

庁
舎
に
支
所
機
能
は
残
し
、

27
年
度
に
庁
舎
に
関
す
る

基
本
計
画
を
策
定
予
定
。

問
　
計
画
策
定
メ
ン
バ
ー

は
。

答
　
基
本
構
想
検
討
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
を
基
本
に

一
般
公
募
し
、
女
性
委
員

を
増
や
し
た
い
。

本庁舎となる田富庁舎
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工
業
用
地
整
備
事
業
基
金
条
例
の

廃
止

〈
商
工
観
光
課
〉

問
　
現
在
あ
る
基
金
は
、
ど
う
処

理
す
る
の
か
。

答
　
一
般
会
計
へ
繰
入
れ
る
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

〈
農
政
課
〉

問
　
雪
害
緊
急
対
策
再
建
費
用
は

繰
越
費
分
で
足
り
る
の
か
。

答
　
繰
越
分
で
賄
え
る
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
4
号
）

〈
下
水
道
課
〉

問
　
流
域
下
水
道
負
担
金
の
減
額

内
容
は
。

答
　
計
画
期
間
は
平
成
23
年
度
か

ら
25
年
度
の
3
年
間
。
計
画
水
量

に
対
し
処
理
水
量
が
少
な
く
剰
余

金
が
生
じ
、
26
年
度
に
充
当
し
た
。

地
域
支
援
事
業
の
利
用
料
に
関
す

る
条
例
の
制
定

〈
高
齢
介
護
課
〉

問
　
条
例
制
定
で
事
業
の
対
象
人

数
は
。

答
　
予
防
給
付
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

は
、
す
べ
て
が
対
象
で
は
な
い
。

給
付
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い

人
も
含
め
面
談
を
し
て
い
る
。

問
　
現
在
受
け
て
い
る
人
が
対
象

と
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の
か
。

答
　
基
本
的
に
は
考
え
に
く
い
。

介
護
保
険
条
例
の
改
正

〈
高
齢
介
護
課
〉

問
　
3
年
ご
と
に
保
険
料
が
上
が

っ
て
い
る
が
。

答
　
高
齢
者
が
増
え
、
介
護
が
必

要
な
人
が
増
え
て
い
る
。
介
護
予

防
を
重
点
に
事
業
を
行
い
、
上
昇

を
抑
え
た
い
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

〈
高
齢
介
護
課
〉

問
　
田
富
福
祉
公
園
の
温
泉
は
利

用
者
が
多
い
が
、
抜
本
的
な
改
修

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
　
公
共
施
設
検
討
委
員
会
で
は
、

当
面
の
間
、
現
状
を
維
持
と
し
て

い
る
。
庁
舎
建
設
に
も
関
係
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
検
討
し
た
い
。

〈
健
康
推
進
課
〉

問
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

Ｈ
Ｖ
Ｐ
検
査
の
受
診
状
況
な
ど
、

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
Ｈ
Ｖ
Ｐ
検
査
は
事
業
開
始
の

25
年
度
に
3
3
3
人
が
受
診
。
意

識
は
上
が
っ
て
い
る
。
子
宮
が
ん

予
防
は
検
診
が
大
切
で
、
20
代
の

受
診
率
を
増
や
し
た
い
。

釜無川浄化センター（終末処理場）

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

第
6
期
介
護
保
険
事
業
計
画



予
算
特
別
委
員
会

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

〈
総
務
課
〉

問
　
豊
富
線
利
用
者
が
少
な
い
の

で
見
直
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ

ス
を
増
や
し
た
ほ
う
が
甲
府
に
行

く
の
に
も
利
用
し
や
す
い
。
昨
年

の
協
議
の
内
容
は
。

答
　
甲
府
市
と
バ
ス
会
社
を
含
め

昨
年
、
甲
府
市
役
所
で
協
議
。
豊

富
線
は
負
担
金
が
5
5
0
万
円
と

大
き
く
、
廃
止
が
無
理
な
ら
減
便

し
金
額
の
試
算
も
お
願
い
し
た
。

甲
府
市
は
上
九
中
道
線
も
見
直
し
、

26
年
度
中
に
方
向
づ
け
る
と
回
答

し
た
。

〈
政
策
秘
書
課
〉

問
　
コ
ン
ビ
ニ
の
証
明
書
発
行
シ

ス
テ
ム
改
修
内
容
は
。

答
　
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
・
戸

籍
を
発
行
。
大
手
コ
ン
ビ
ニ
で
実

施
予
定
。
現
在
住
ん
で
い
る
市
町

村
が
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
実
施
し
て

お
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
繋
が
っ

て
い
れ
ば
発
行
で
き
る
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
普
及
推
進
に
も
な
る
。

〈
危
機
管
理
課
〉

問
　
防
災
倉
庫
は
玉
穂
中
・
三
村

小
に
設
置
さ
れ
た
。
今
後
の
予
定
は
。

答
　
8
小
中
学
校
す
べ
て
に
設
置

す
る
。

〈
管
財
課
〉

問
　
解
体
し
た
田
富
中
央
公
民
館

の
跡
地
活
用
は
。

答
　
決
ま
っ
て
い
な
い
。

〈
環
境
課
〉

問
　
回
収
有
価
物
売
上
は
各
自
治

会
に
配
分
し
て
い
る
が
、
報
償
費

内
訳
は
。

答
　
各
自
治
会
の
有
価
物
・
リ
サ

イ
ク
ル
の
代
金
。
報
償
費
は
収
集

費
用
と
し
て
1
㎏
当
た
り
5
円
を

地
元
に
出
し
て
い
る
。

〈
税
務
課
〉

問
　
誘
致
企
業
に
対
す
る
固
定
資

産
税
の
減
免
措
置
に
つ
い
て
資
産

税
を
初
年
度
30
％
、
2
年
目
20
％
、

3
年
目
10
％
と
あ
る
が
、
減
免
は

い
つ
か
ら
か
、
補
助
金
で
出
す
の
か
。

答
　
27
年
分
は
1
月
1
日
に
所
有

企
業
に
課
税
。
企
業
誘
致
支
援
策

は
28
年
度
か
ら
補
助
。

〈
福
祉
課
〉

問
　
医
療
費
窓
口
無
料
で
な
く
な

っ
た
理
由
。
市
で
無
料
化
を
実
施

で
き
な
い
か
。

答
　
重
度
医
療
は
昨
年
11
月
か
ら

償
還
払
い
。
窓
口
無
料
化
を
実
施

し
て
き
た
が
、
国
か
ら
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
に
よ
り
補
助
金
が
カ
ッ
ト
さ

れ
償
還
払
い
に
な
っ
た
。
県
と
同

じ
歩
調
で
実
施
す
る
。

〈
子
育
て
支
援
課
〉

問
　
7
児
童
館
で
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
実
施
し
て
い
る
が
、
定
員

割
れ
も
あ
る
。
利
用
の
少
な
い
児

童
館
の
今
後
の
方
針
は
。

答
　
児
童
館
は
老
朽
化
し
、
他
市

と
比
べ
る
と
多
い
。
学
校
の
近
く

が
良
い
が
、
子
ど
も
の
分
布
状
況

等
を
見
て
市
全
体
で
考
え
る
。

〈
建
設
課
〉

問
　
一
町
畑
の
デ
イ
リ
ー
か
ら
玉

穂
南
小
学
校
ま
で
の
通
学
路
の
歩

道
設
置
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
用
地
測
量
の
た
め
境
界
確
認

を
行
っ
た
。
詳
細
設
計
を
説
明
し
、

道
水
路
取
り
付
け
や
圃
場
入
り
口

を
提
示
し
、
早
く
て
夏
以
降
に
買

収
し
た
い
。

〈
農
政
課
〉

問
　
松
く
い
虫
被
害
対
策
事
業
補

助
金
は
昨
年
と
同
額
だ
が
、
山
林

は
松
く
い
虫
被
害
が
多
い
。
対
応
は
。

答
　
市
は
増
額
を
希
望
し
て
い
る
が
、

県
か
ら
の
割
り
当
て
金
額
と
し
て

い
る
。

トーポレ会員委
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歩道設置が待たれる通学路

マイナンバーカード（見本）



トーポレ会員委

16

〈
教
育
総
務
課
〉

問
　
田
富
北
小
学
校
移
転
基
本
構

想
委
託
費
は
、
J
R
負
担
も
あ
る

の
か
。

答
　
2
回
交
渉
し
た
が
具
体
的
な

金
額
提
示
は
な
い
。
事
前
把
握
す

る
た
め
、
基
本
構
想
を
委
託
。
今

後
も
J
R
に
要
望
し
て
い
く
。

〈
生
涯
教
育
課
〉

問
　
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
内
容

は
。
田
富
地
区
だ
け
が
対
象
な
の

か
。

答
　
毎
週
土
曜
日
に
学
習
サ
ポ
ー

ト
な
ど
行
い
、
講
師
料
を
支
払
っ

て
い
る
。
中
央
市
内
の
子
ど
も
が

対
象
。

平
成
27
年
度
中
央
市
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算

〈
高
齢
介
護
課
〉

問
　
予
防
事
業
の
対
象
者
へ
の
声

掛
け
は
職
員
が
行
う
の
か
、
民
間

委
託
か
。

答
　
事
業
対
象
者
は
予
防
給
付
で

要
支
援
1
、
要
支
援
2
の
方
で
、

訪
問
介
護
・
通
所
介
護
の
利
用
者
、

介
護
認
定
に
な
り
そ
う
な
方
な
ど
。

要
支
援
の
方
は
順
次
面
談
。
予
防

事
業
参
加
者
は
事
業
を
通
じ
個
別

に
面
談
。
基
本
的
に
職
員
が
行
っ

て
い
る
が
、
要
支
援
者
か
ら
相
談

を
受
け
た
場
合
、
事
業
所
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
説
明
で
き
る
よ

う
研
修
会
を
行
っ
て
い
る
。

田富北小学校

改選後初めての議会（第1回臨時会）が2月24日に行われ、
正副議長、常任委員会委員など議会構成を決定しました。

（◎委員長　○副委員長　議席番号順）委員会構成

山本国臣監査委員

宮川弘也副議長名執義議　長

◎木下友貴　○田中　清　　渡辺　亨　　斉藤雅浩　　金丸俊明　　福田清美
議会広報編集委員会

◎福田清美　○河西　茂　　田中輝美　　小池章治　　伊藤公夫　　宮川弘也
議会運営委員会

◎斉藤雅浩　○河西　茂　　渡辺　亨　　田中　清　　宮川弘也　　田中一臣
産業土木常任委員会

◎金丸俊明　○井口　貢　　小池章治　　関　敦隆　　伊藤公夫　　山本国臣
総務教育常任委員会

◎田中輝美　○木下友貴　　名執義　　　田中健夫　　福田清美　　山村　一
厚生常任委員会

　改選後、初めての庁舎整備

特別委員会およびリニア中央

新幹線対策特別委員会が3月18

日に開催され、正副委員長の

互選が行われました。今後も

引き続き、諸問題について必

要な調査を行い、検討・報告

していきます。

　各特別委員会正副委員長は

次のとおりです。

◆庁舎整備特別委員会
　委　員　長　田中一臣

　副委員長　田中　清

◆リニア中央新幹線対策特別委員会
　委　員　長　井口　貢

　副委員長　河西　茂

庁舎整備特別委員会
リニア中央新幹線
対策特別委員会
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中央市消防団出初式
中央市役職員新年互礼会
広報編集委員会
中央市成人式
中央市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定懇話会
改選議員打合せ会
中央市観光振興計画策定検討委員会

4日
5日
9日
11日
26日
28日
29日

1月

中央市リニア活用推進懇話会
山梨県市議会議長会議長、局長会議
山梨県市議会議長会議員合同研修（後期）
会派代表者会
中央市地域公共交通活性化協議会
国民健康保険運営協議会
会派代表者会
中央市3大まつり実行委員会
2市1町正副議長、事務局会議
男女共同参画フォーラム
会派代表者会、中央市消防委員会
中央市観光振興計画策定検討委員会
改選議員打合せ会
市制施行9周年記念式典
一般質問通告調整会議

4日
5日

6日
10日

12日
13日

15日
17日
18日

20日
23日

2月

第1回臨時会24日

2日

4日

9日
10日
11日
18日

20日

24日
25日

26日

27日

30日

議会運営委員会
会派代表者会
西日向外三山恩賜県有財産保護組合議会定例会
大畠山外七字恩賜県有財産保護組合議会定例会
中央市地域包括支援センター運営協議会及び
中央市地域密着型サービス運営委員会
中央市観光振興基本計画策定検討委員会
第1回定例会開会
市立中学校卒業式
庁舎整備特別委員会
リニア中央新幹線対策特別委員会
市立小学校卒業式
中央市観光振興基本計画策定検討委員会
議会改革推進委員会
中央市リニア活用推進懇話会
甲府地区広域行政事務組合議会定例会
第1回定例会閉会
東八代広域行政事務組合議会定例会
市立保育園卒園式
中央市三大まつり実行委員会
三郡衛生組合議会定例会
中巨摩広域事務組合議会定例会

3月

※日程等は定例会前の議会運営委員会で決定されます。変更される場合がありますのでご了承ください。

6月議会は、次のとおりの予定となります。お気軽に、傍聴においでください。平成27年6月定例会の予定

午前10時

午前9時30分

午前9時30分

午前9時30分

開　会

厚生常任委員会

産業土木常任委員会

総務教育常任委員会

（火）

（木）

（金）

（月）

2日

4日

5日

8日

午前10時

午前10時

午前10時

一般質問

一般質問

閉　会

（木）

（金）

（月）

11日

12日

15日

人　事
副市長の選任
平成27年3月31日の任期満了により、新たに副市長が選任されました。
　萩原　一春　氏（関原）

教育長の任命
平成27年3月31日に辞職することにより、新たに教育長が任命されました。
　田中　正清　氏（東花輪）

教育委員会委員の任命
1名が辞職したことと、1名が平成27年5月16日の任期満了により、新たに
教育委員2名が任命されました。
　中楯眞佐樹　氏（大鳥居）　塩島　文博　氏（今福）

固定資産評価審査委員会委員の選任
任期満了により、新たに3名の固定資産評価審査委員会委員が選任されました。
　村松猪虎馬　氏（木原）　野呂瀬英臣　氏（成島）　田中　　健　氏（東花輪）
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大田和

金丸　　孝

読書のすすめ

　当地、馬籠に生を受け、以来60余年。ケータ

イも持たず、晴れ時々畑。雨の日、寒い日は読書、

時に絵や書を書いたり、俳句をひねったりと、

アナログの生活を送っている。

　すべて自己流で分からないことばかり。その

都度、図書館で借りたり、本屋で専門書を求め

たり、すると目的でない本が目につくことも。

　数年前「ファーブル昆虫記」が目につき、年

甲斐もなく読んでみる。フンコロガシ、ハチ、

セミ、サソリ、ハンミョウなど。

　子孫を残すための必死の生き方、植物や自然

との共存共栄の仕組みなど、実に感動もの。続

けて「シートン動物記」も読む。

　生存競争のきびしさ、敗者のかなしさ…。

これらの本を子どものころ読んでいたら、自分

のその後も変わっていただろうな、などと考え

させられる。

　子どもの時にぜひ読んでほしい本です。

　本を読むと「得」します。

　みなさんもどうですか。

　私の家は、釜無川の土手に接している。この

土手を登り、四方の山を眺めるのが好きだ。も

う10年ほど前になるが「山梨百名山」を踏破した。

　土手から眺める主要な山々の名前は分かるが、

それ以外の小さなピークや尾根続きの名もない

山名は、ほとんど知らない。そうした時には小

林経雄氏の著者「甲斐の山山」をひも解く。

　数年前、中央市から山名募集のあった市内最

高峰は、めでたく「たいら山」と決まったが、

かつては「茶屋平」・「まないた」とも呼ばれ、

新しい名前に異議を唱える人もいたようだ。し

かし、山名はその時々で変わる事もあり、親し

みやすい名前が喜ばれることも多い。

　茶屋平から「たいら山」への名称（愛称）命

名は、地域の方々に興味を持ってもらう役割を

大いに果たしているようだ。最近は訪れる人も

増え、案内板の設置を望む声も多いと聞く。市

によれば近々に設置したいとのことなので、さ

らなるハイカー増加が楽しみである。

リバーサイド第3

末木　　健

中央市最高峰「たいら山」

編　集　後　記

　3月議会は途中に小中学校の卒業式がある議会と
なりました。それぞれの学校から新しい舞台へと力
強く羽ばたく卒業生の姿に、見守る私たちも力づけ
られました。ぜひ新天地でも元気に活躍してほしい
と思います。
　今議会は改選後初の議会でした。新しい議会とな
り、活発な議論が交わされた議会となりました。よ
り、市民目線の市民のために開かれた議会となるよ
う議員一同取り組んでまいります。
　また、議会だよりも新しい編集委員の元で、より
いっそう市民の皆さまに議会活動が分かりやすく伝

わるよう改革を進めてまいりたいと考えています。
その第一歩として、発行時期を従来より一カ月早く
いたしました。より早く議会の様子をお伝えできま
す。内容についても工夫を凝らして編集作業を進め
てまいります。

［木下友貴］

発　行／山梨県中央市議会　　発行人／議会議長　名執義　　　編　集／議会広報編集委員会

議
会
広
報

編
集
委
員
会

委　員　長　　木下　友貴
副委員長　　田中　　清
委　　員　　渡辺　　亨　斉藤　雅浩
　　　　　　金丸　俊明　福田　清美


